


広報 ２2014－3広報３ 2014－3

一人一人の子どもが、すこやかに成長できる社会の実現を目指します

　平成 27 年４月１日にスタートする予定の「子

ども・子育て支援新制度」に関する計画の策定

および管理、保護者の方などから意見を聞くた

めの「塙町子ども・ 子育て会議」が２月 20 日

（木）設置されました。

　同会議は、保護者代表、子育て支援事業関係

者、学識経験者、関係機関で構成され、菊池基

文町長から委員代表の鈴木純一さんに委嘱状が

交付され、会長に荒川良作さん、副会長に大竹

美也子さんが選出されました。

　今後、子ども・子育て支援事業計画や子ど

も・子育てに関する施策の総合的な充実のため

調査、審議していきます。

①質の高い幼児期の教育・保育の総合的な提供
　幼稚園と保育所の機能を併せ持つ「認定こど
　も園」について、これまで複雑だった設置手
　続きの簡素化や財政支援の充実・強化などに
　より普及。
　・保護者が働いているいないに関わらず利用で
　　き、就労状況が変化しても継続して利用できる
②保育の量的拡大・確保（待機児童問題の解消）
　地域のニーズを踏まえ、待機児童解消のため
　保育の受け入れ人数を増やすとともに、子ど
　もが減少傾向にある地域の保育を支援。
　・少人数の子どもを預かる施設などに財政支援を
　　行い、受け入れる子どもの人数を増やす
③地域の子ども・子育て支援の一層の充実
　すべての子育て家庭を対象に、子育て相談の
　場や親子が交流する場、一時預かりの場を増や
　すなど、地域におけるさまざまな子育て家庭
　のニーズに対応した子育て支援をより充実。
　・子育てひろばの設置や一時預かりの実施場所を
　　増やしたり、放課後児童クラブを充実する

国が子ども・子育て支援新制度で目指すもの

▲菊池基文町長より委嘱状を受ける鈴木純一さん

区　分 氏　名 職名等

保護者代表

鈴木　和典 塙保育園保護者代表

鈴木　純一 めだか保育室保護者代表

相良　繭子 未就学児（在宅児童）保護者代表

鈴木　俊輔 塙幼稚園保護者代表

生方　寿諭 常豊幼稚園保護者代表

柿沼　昌人 笹原幼稚園保護者代表

大竹美也子 塙小学校保護者代表

荒川　良作 常豊小学校保護者代表

松本　久美 笹原小学校保護者代表

子育て支援
事業関係者

石井　英子 塙放課後児童クラブ学童保育指導員

大森　和枝 子育てサポーターの会代表

西郷　桂子 めだか保育室園長

江面　政美 塙保育園長

菊池　孝子 幼稚園長代表

学識経験者

遠藤　勢子 塙町保健推進員代表

村上　貞吉 塙町主任児童委員代表

吉田　信也 小学校長代表

関係機関

品川　亮助 学校教育課長

金澤ひとみ 生涯学習課長

神永　道則 健康福祉課長

塙町子ども・子育て会議委員

地
域
の｢

世
話
役｣｢

相
談
役｣

新
し
い
農
業
委
員
が
決
定
し
ま
し
た

　

塙
町
農
業
委
員
選
挙
が
執
行

さ
れ
、
次
に
紹
介
す
る
人
が
選

挙
（
候
補
者
が
定
数
内
の
た
め

無
投
票
）
お
よ
び
選
任
に
よ
り

農
業
委
員
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
３
年
間
（
平
成
26
年
２

月
18
日
か
ら
平
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29
年
２
月

17
日
ま
で
）、
農
業
者
の
代
表

と
し
て
活
動
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
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４
３
）
２
１
１
９

小松　孝行
西河内（選挙）

金澤　利一
台宿（選挙）

大友　晴男
東河内（選挙）

石井　久雄
真名畑（選挙）

塙町農業委員会会長

菊池　德勝
片貝（選挙）

萓原　寧
赤坂（選挙）

神永　哲彦
大畑（選挙）

鈴木　芳昭
中塚（選挙）

会長職務代理者

白坂　和彦
上渋井（選任議会）

松本　清一
田代（選任共済）

大森　秀夫
那倉（選挙）

金澤　博志
植田（選挙）

生方　和廣
八幡（選任ＪＡ）

鈴木　伸俊
前田（選挙）

佐川　庄二
伊香（選任議会）

鈴木　孝久
大蕨（選挙）

佐藤　長一
川上（選挙）

石井　友義
湯岐（選挙）

新農業委員
の皆さん

※敬称略

▲２月４日（火）に行われた当選証書付与式

※敬称略



“ しあわせ実感できるまちづくり ”　重点事業の一つ

子どもからお年寄りまで利用できる
　　健康づくりの拠点となる施設の建設に向けて

－塙町健康福祉センター整備検討委員会－
　２月 24 日（月）、塙農村勤労福祉会館で塙町健康

福祉センター整備検討委員会が開催されました。

　委員会は、町内の福祉団体関係者の 10 人で構成

され、菊池基文町長から委員代表の田子富子さん

に委嘱状が交付されました。また、委員長に青砥

貞一さん、副委員長に藤田伊一さんが選出された

後、計画概要の説明があり、意見を交わしました。

　本事業は、しあわせ実感できるまちづくりの重

点事業として位置付けており、子どもから高齢者

まで交流でき、生き生きと暮らし、生涯にわたり

健康増進の拠点として平成 26 ～ 28 年度の３年間

で建設が検討されていきます。医療費の削減や介

護予防・子ども子育ての充実を図り、より良い健

康福祉行政を目指し進められます。

塙町健康福祉センター整備検討委員会委員

（敬称略）

区　分 団体および役職 氏　　名

１号委員 塙町婦人会副会長 田子　富子

２号委員 塙町老人クラブ連合会長 星　　輝明

３号委員 塙町民生児童委員協議会長 青砥　貞一

４号委員 塙町保健推進協議会長 遠藤　勢子

５号委員 塙町高齢者見守り事業訪問員 菊池　幸子

６号委員 塙町行政区長連合会副会長 小髙　一郎

７号委員 塙町商工会女性部長 星　　春美

８号委員 塙町社会福祉協議会評議員 荒川　正康

９号委員 ウッドピアはなわ理事長 藤田　伊一

10 号委員 塙小学校保護者会長 大竹美也子

　

東
白
川
地
方
の
医
師
・
医
師

要
員
の
確
保
に
関
す
る
調
査
・

協
議
お
よ
び
実
行
運
動
を
行

い
、
地
域
医
療
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
月
27

日（
木
）、
塙
農
村
勤
労
福
祉
会

館
に
お
い
て
「
東
白
川
地
方
地

域
医
療
推
進
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
管
内
町
村
長
・

町
村
議
会
議
長
、
東
白
川
郡
医

師
会
正
副
会
長
、
関
係
医
療
機

関
等
の
医
師
・
役
職
員
お
よ
び

委
員
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者

の
16
人
で
構
成
さ
れ
、
古
張
允

東
白
川
地
方
町
村
会
長
（
矢
祭

町
長
）
か
ら
委
員
代
表
の
佐
川

恵
一
塙
厚
生
病
院
院
長
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
長
に
は
古
張
允
町

村
会
長
、
副
会
長
に
菊
池
基
文

町
村
会
副
会
長
、
和
知
良
則
町

村
会
議
会
議
長
会
長
（
棚
倉
町

議
会
議
長
）、
監
事
に
大
楽
勝

弘
鮫
川
村
長
と
湯
座
一
平
棚
倉

町
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
白
川
地
方
は
、
新
規
医
師

が
増
え
ず
、
既
存
医
師
の
高
齢

化
な
ど
医
療
を
取
り
巻
く
環
境

は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
町
村
会
お
よ
び
町
村
議
会

議
長
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
要

望
活
動
等
の
取
り
組
み
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
本
協
議
会
の
設

立
に
よ
り
、
東
白
川
地
方
の
中

核
病
院
で
あ
る「
塙
厚
生
病
院
」

を
中
心
と
し
て
、
地
域
医
療
を

守
る
た
め
、
郡
内
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
の
医
療
体
制
を
確
保
す
る

―
東
白
川
地
方
地
域
医
療
推
進
協
議
会
設
立
―
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　第２３回参議院議員通常選挙に係る表彰が、１

月３０日（木）福島県庁で町選挙管理委員会（益

子和良委員長）が、県選挙管理委員会委員長表彰

を受賞されました。

　受賞後、役場応接室で益子委員長ほか委員３人

より、園部秀次副町長に受賞報告がありました。

　県教育庁主催・平成２５年度「十七字のふれあい」

で、昨年に続いて２年連続で塙小学校が奨励賞を

受賞しました。

　「十七字のふれあい」とは、感じた思いや願い

を１７音で表現しながら、豊かな心を育成すると

ともに家庭や地域の教育力の向上を目的に実施。

県南地域の応募は１０，６５５組。表彰伝達式が２月

５日（水）、塙小学校で行われ、佐藤庸雄・県南

教育事務所次長から江田和主教頭に表彰状が手渡

されました。

　鈴木奈那美さん（塙中３年）が、「命の大切さ
を学ぶ授業」を受講した生徒から作品が募集され
た全国作文コンクールにおいて、警察庁給与厚生
課長賞を受賞しました。表彰伝達式は２月 14 日

（金）、塙中校長室で行われ、福島県警察本部・阿
部朋弘参事官から表彰状が手渡されました。
　「命の大切さを学ぶ授業」は、被害者に優しい
ふくしまの風運動の主要事業であり、中学生に対
して、被害者遺族等による講演を通し、命の大切
さ、亡くした家族への愛情、悲しみの深さへの共
感や、被害者支援に対する理解を深めることを目
的に開催されています。

▲左から：鈴木常一委員、生方初男委員、
　　　　　益子和良委員長、鈴木勝利委員

塙小学校が奨励賞
平成２５年度「十七字のふれあい」表彰

▲左：佐藤次長、右：江田教頭

▲古張東白川町村会長から佐川恵一院長へ委嘱状
が手渡されました

▲第１回整備検討委員会の様子

▶
受
賞
さ
れ
た
鈴
木
奈
那
美
さ
ん

選挙の管理執行に精励
町選挙管理委員会・県選管委員長表彰を受賞

命の大切さを学ぶ
鈴木奈那美さん・警察庁給与厚生課長賞

　２月26日（水）に満 100 歳の誕生日を迎えられた

保住シケルさん（西河内）への祝状および記念品

等の贈呈式が同日、自宅で行われました。

　加藤清司県南保健福祉事務所長が県知事からの

祝状と記念品を贈呈。続いて菊池基文町長が、町

からの祝状と記念品、町社会福祉協議会からの記

念品を贈呈しました。

　家族を代表して保住二郎さんより「皆さんに支

えられ、健康で過ごすことができました」と謝辞

がありました。

　いつまでもお元気で！

▲素敵な笑顔の保住シケルさん

祝１００歳　長寿
保住シケルさんに知事祝状



広報 ６2014－3広報７ 2014－3

平成２５年塙町救急出動概況

昨年より２２件増加の４１７件
（棚倉消防署塙分署平成２５年１月１日～１２月３１日）

救急車の適正な利用で、救える命を守る！

　塙町における平成２5 年中の救急出動件数は４１7 件と、昨年より 22 件増加です。搬送人員は３８２人と

４人減少しました。

　現在、東白川郡内の救急車の配置は、各消防署にそれぞれ 1 台ずつとなっており、救急通報が重なっ

た場合には、隣接する消防署と連携を図り管轄外へ出動するなど、少ない救急車を効率的に運用してい

ます。

　救急出動件数の種別では、急病が最も多く２６４件、次いでその他（病院から他病院への搬送など）８１件、

一般負傷４０件、交通事故２２件、労働災害４件、加害、自損行為が各 2 件、火災、運動競技が各 1 件となっ

ています。        

  

　定期的な通院などにおいて、タクシー代わりに救急車を要請しないでください。あなたの安易な

『１１９番』で、助かるはずの命が……

出動件数は４１７件、搬送人員は３８２人

救急出動件数、搬送人員ともに急病が最多

救急車の適正利用を

　昨年４月１日より、消防司令セン

ターが運用開始しました。

　『１１９番』の通報場所を瞬時に特

定し、いち早く現場に到着できるよう

になっています。

■問い合わせ

　棚倉消防署塙分署

　電話４３―１２１９

火事と救急は１１９番
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国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
が
、
大
学

な
ど
へ
の
進
学
に
よ
り
塙
町
か
ら
他
市

町
村
へ
転
出
さ
れ
る
場
合
は
、
学
生
用

保
険
証
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

転
出
の
届
け
出
の
後
に
、
①
在
学
証

明
書
ま
た
は
学
生
証
の
コ
ピ
ー
、
入
学

前
の
場
合
は
合
格
通
知
書
②
今
ま
で
の

保
険
証
③
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
国

保
係
ま
で
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
学
生
用
保
険
証
を
お
使
い
の

方
へ
学
生
用
保
険
証
の
有
効
期
限
は
平

成
26
年
３
月
31
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

更
新
さ
れ
る
場
合
は
、
右
記
①
～
③
を

お
持
ち
の
う
え
、
国
保
係
ま
で
届
け
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

学
生
用
保
険
証
を
お
使
い
の
方
が
卒

業
な
ど
に
よ
り
学
生
で
な
く
な
る
場
合

は
、
①
学
生
用
保
険
証
②
印
鑑
を
お
持

ち
の
う
え
、
国
保
係
ま
で
届
け
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

職
場
の
健
康
保
険
と
国
民
健
康
保
険

の
間
で
切
り
替
え
が
あ
る
場
合
に
は
、

ご
自
身
に
よ
る
届
け
出
が
必
要
で
す
。

自
動
的
に
切
り
替
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

職
場
の
健
康
保
険
ま
た
は
国
民
健
康

保
険
の
ど
ち
ら
か
に
は
、
必
ず
加
入
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
14
日
以
内
に
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

は
、
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
届
け

出
を
し
な
い
と
保
険
税
が
二
重
に
課
税

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
証
を
使
用
し

て
医
療
を
受
け
た
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
が
負
担
し
た
医
療
費
を
後
で
返
還

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
国
保
係

　

☎
４
３
―
２
１
１
５

大
学
な
ど
へ
の
進
学
が
決
ま
っ
た
ら

必
ず
届
け
出
が
必
要
で
す　
　
　
　

届
け
出
は

　

忘
れ
ず
に
！

みんなの健康が
守られるように
国民健康保険

国民年金後納制度で
　　将来の年金額を増やせます

くらしを
ささえる
国民年金

　後納制度は、過去 10 年間に納め忘れた保険料

を納付することにより、将来の年金額を増やすこ

とができるものです。

　また、年金を受給できなかった方は後納制度を

利用することで年金が受けられる場合がありま

す。

　過去 10 年以内に納め忘れの保険料がある方は、

ぜひ後納制度をご利用ください。

　なお、後納制度が利用できる期限は平成 27 年

9 月 30 日までとなっています。お早めに申し込

みください。

　すでに後納制度を申し込まれた方で、平成 16

年 4 月以降分の後納保険料の納付がお済みでない

方は、納付書に記載された使用期限（平成 26 年

３月 31 日）までに納付をお願いします。

　なお、使用期限までに納付できなかった方が、

平成 26 年４月以降に納付を希望される場合は、

新たな加算額による納付書を発行しますので「国

民年金保険料専用ダイヤル」または下記問い合わ

せにご連絡ください。

※平成 16 年３月以前の後納保険料は、10 年を超え
　るため平成 26 年４月以降は納付できません。　

＜国民年金保険料専用ダイヤル＞
０５７０－０１１－０５０

■問い合わせ

　白河年金事務所国民年金課

　☎０２４８（２７）４１６１

後納保険料の「使用期限」にご注意ください



◆生まれてから、むし歯がない子（10 人）

　２月 25日（火）に行われた３歳児健

診（受診者 14 人）で、むし歯が１本

もなかった子どもたち 10 人を紹介し

ます。青砥由
ゆ

依
い

ちゃん

（伊香）

鈴木惺
せ

七
な

くん

（真名畑）

鈴木惠
けいた

大くん

（真名畑）

上妻陸
りくと

斗くん

（桜木町）

大越望
み

生
お

ちゃん

（大町）

白石悠
はると

人くん

（大町）

松田千
ちかげ

景ちゃん

（大町）

下重日
ひより

和ちゃん

（宮田町）

川島美
みおん

音ちゃん

（上渋井）

星佑
ゆうき

樹くん

（本町）

地
域
の
問
題
を
考
え
、
行
動
へ
う
つ
す

　

町
で
は
、
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
の

進
展
に
伴
い
、
空
き
家
の
増
加
・
森
林

の
荒
廃
・
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、

地
域
・
集
落
が
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、

15
人
の
講
座
生
に
よ

り
「
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
勉
強
会
」

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
勉
強
会

の
内
容
と
地
域
づ
く
り
団
体
の
取
り
組

み
発
表
が
２
月
13
日
（
木
）、
塙
町
商

工
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

菊
池
基
文
町
長
を
は
じ
め
約
70
人
が

参
加
し
、
講
座
生
を
代
表
し
て
石
井
久

雄
さ
ん
（
真
名
畑
）
か
ら
勉
強
会
の
取

り
組
み
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
福

島
県
の
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
東
河
内
二
区
の
「
山

・
水
・
花
」
ふ
る
さ
と
花
街
道
づ
く
り

事
業
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
加
納
耕

介
隊
員
の
活
動
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
地
域
づ
く
り
勉
強
会
で
講
師

を
務
め
ら
れ
た
図
司
直
也
・
法
政
大
学

現
代
福
祉
学
部
准
教
授
か
ら
、
発
表
の

あ
っ
た
３
つ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
地
域
活
性
化
の
た

め
地
域
づ
く
り
活
動
や
集
落
再

生
に
関
す
る
勉
強
会
を
平
成
26

年
度
も
開
催
し
ま
す
。

　

勉
強
会
の
受
講
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
左
記
に
よ
り
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
数

　

10
名
程
度

■
受
付
期
間

　

平
成
26
年
３
月
末
ま
で

■
受
講
期
間

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
平
成
27

　

年
３
月
ま
で
の
期
間
で
５
回

　

程
度
開
催
す
る
予
定
で
す
。

■
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
振
興
課
地
域
づ
く
り
係

　

☎
４
３
―

２
１
１
２

―
地
域
づ
く
り
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
―

　県では、地域活性化に取り組む団体・集落など

に対してサポート事業の募集を行っています。

今年度も「復興に資する事業」、特に「被災者支

援・交流のために行う事業および被災者を含む団

体自らが行う地域づくり事業全般に関する取り組

み」については、最優先で採択します。

■対象事業　※助成額はお問い合わせください。

①一般枠

　民間団体が取り組む広域的、先駆的、モデル的

　な事業

②過疎・中山間地域集落等活性化枠（その１）

　集落（または協定団体）などが取り組む集落等

　活性化に関する事業全般

③過疎・中山間地域集落等活性化枠（その２）

　集落などが取り組む集落再生に関する計画づくり

■提出先　

　まち振興課地域づくり係　☎４３－２１１２

■問い合わせ

　県南地方振興局企画商工部地域づくり・商工労政課

　☎０２４８－２３－１５４６

地域活性化に取り組む団体などを募集しています

地域づくり総合支援事業（サポート事業）

平
成
26
年
度
地
域
づ
く
り

勉
強
会
受
講
生
募
集

▲当日に試食された、道の駅

はなわと東京聖栄大学が共同

開発したこんにゃくを使った

カレー味のすいとん

「（仮称）はなわ すいっこん」
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　春に生まれておとうさんおかあさんに愛されて育ったピチコ。冬が

来て上手に飛べるようになったピチコが一人でお山へ飛んで行くと、

ふゆいちごを見つけます。おいしくて夢中で食べているとミチコとい

う女の子に出会います。ミチコはビーズを落として困っていたので、

ピチコは一緒に拾ってあげます。初めてお友達ができたのです。

　保育園、幼稚園、小学校など、ひとり立ちの一歩を踏み出したお子

さんには共感できる部分が多いおはなしですが、色彩がとても美しい

ので大人の方にもおすすめします。

　

図
書
館
で
は
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
テ
ー
マ

に
関
す
る
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま

す
。
今
月
も
、
そ
の
中
か
ら
一
冊
の
本
を
紹
介
し
ま

す
。

　

な
お
、
読
み
た
い
本
が
貸
し
出
し
中
の
場
合
、
予

約
が
で
き
ま
す
。

（
☎
４
３
―
０
８
０
８
）

と
も
だ
ち
の
本

３月の
テーマ

図書館情
報

「ことりのピチコ」

どい　かや／作・絵
学習研究社

●ものがたり

 

▲講座生の発表「地域を自分たちの目で見る！」

▲勉強会の様子



※幼稚園の給食日数は 160 日から 165 日となります。

▲各学校の先生による学校給食担当者会の様子

給食を試食してみませんか。

　学校給食センターでは、９月から保護者の方や一

般の方のグループ（５名以上）を対象に給食の試食

申し込みを受付します。ご希望の方は、給食センター

までご連絡ください。費用は、上記１食あたりの金

額となります。

■問い合わせ　学校給食センター　☎４３－０１８８

▲塙中学校３年生を対象としたバイキング給食

改定前

区　分 年　額 １食あたり

小　　学　　校 46,410 円 255 円

中学校 １・２年生 54,050 円 297 円

３年生 51,380 円 297 円

幼　稚　園 38,400 円 240 円

改定後

区　分 年　額 １食あたり

小　　学　　校 48,590 円 267 円

中学校 １・２年生 56,780 円 312 円

３年生 53,970 円 312 円

幼　稚　園 41,580 円 252 円

➡

▲町営テニスコート

塙町公民館使用料
●施設及び暖房使用料

区　分
施設使用料 暖房使用料

摘　　要午前 9:00
～正午

午後 1:00
～ 5:00

夜間 6:00
～ 9:00

（1時間当り）

大 研 修 室 1,780円 2,100円 2,620円 1,680円
１．施設を連続使用する場
　合は、その累計額とする。
２．暖房料は 1 時間増すご
　と、その額を加算する。

研 修 室 840円 1,050円 1,260円 310円

小 研 修 室 520円 630円 840円 100円

調 理 実 習 520円 630円 840円 210円

分 館 310円 420円 520円

塙町体育施設
●体育施設使用料

　　　　　　　　　　名称
区分　　　　　　　　　　　

塙町営運動場 塙町営野球場

使用者が入場料または観覧料
を徴収する場合

1日または 1回につき
21,000 円

1日または 1回につき
21,000 円

使用者が入場料または観覧料
を徴収しない場合

1日または 1回につき
2,100 円

1日または 1回につき
2,100 円

●体育館使用料

区　分
午前 午後 夜間 全日 個人使用

（1 時間
につき）

電気料
（1 時間
につき）

午前 9:00
～正午

午後 1:00
～ 5:00

午後 5:30
～ 9:00

午前 9:00 ～
午後 9:00 

柔道場（一面） 730円 940円 1,050円 2,310円

50円

420円

剣道場（一面） 730円 940円 1,050円 2,310円 420円

ア リ ー ナ 730円 940円 1,050円 2,310円 420円

トレーニング室 310円 420円 520円 1,050円 100円

放 送 設 備 310円 420円 520円 730円

●テニスコート使用料（１面）
　　　　　　　時間

使用者区分　   　　　

午前 9:00
～正午

午後 1:00
～ 5:00

午後 9:00
～ 12:00

左記以外の時間
（1時間につき）

一般（大学生含む） 730円 940円 1,050円 310円

小・中学生及び高校生 360円 470円 520円 150円

●夜間照明使用料（テニスコート）

1 コート（2 基）
1 時間当り

420円

塙町コミュニティプラザ
●施設使用料

区分
午前 9:00
～正午

午後 1:00
～ 5:00

午後 6:00
～ 9:00

摘要

展示室 2 1,220円 1,520円 1,830円
連続して使用する場合は、そ
の累計額とする。

塙町勤労福祉会館
●施設使用料

　　　　　　利用時間
室名 

午前 9:00
～正午

午後 1:00
～ 5:00

午後 6:00
～ 9:00

大研修室 3,150円 3,150円 3,150円

小研修室 1,570円 1,570円 1,570円

小会議室 1,570円 1,570円 1,570円

和室 1,570円 1,570円 1,570円

全館 31,500円

塙町公民館使用料（☎４３－０３２０）
●施設及び暖房使用料

区　分
施設使用料 暖房使用料

摘　　要午前 9:00
～正午

午後 1:00
～ 5:00

夜間 6:00
～ 9:00

（1時間当り）

大 研 修 室 1,830円 2,160円 2,700円 1,720円
１．施設を連続使用する場
　合は、その累計額とする。
２．暖房料は 1 時間増すご
　と、その額を加算する。

研 修 室 860円 1,080円 1,290円 320円

小 研 修 室 540円 640円 860円 100円

調 理 実 習 540円 640円 860円 210円

分 館 320円 430円 540円

塙町体育施設（☎４３－２６４４）
●体育施設使用料

　　　　　　　　　　名称
区分　　　　　　　　　　　

塙町営運動場 塙町営野球場

使用者が入場料または観覧料
を徴収する場合

1日または 1回につき
21,600 円

1日または 1回につき
21,600 円

使用者が入場料または観覧料
を徴収しない場合

1日または 1回につき
2,160 円

1日または 1回につき
2,160 円

●体育館使用料

区　分
午前 午後 夜間 全日 個人使用

（1 時間
につき）

電気料
（1 時間
につき）

午前 9:00
～正午

午後 1:00
～ 5:00

午後 5:30
～ 9:00

午前 9:00 ～
午後 9:00 

柔道場（一面） 750円 970円 1,080円 2,370円

50円

430円

剣道場（一面） 750円 970円 1,080円 2,370円 430円

ア リ ー ナ 750円 970円 1,080円 2,370円 430円

トレーニング室 320円 430円 540円 1,080円 100円

放 送 設 備 320円 430円 540円 750円

●テニスコート使用料（１面）
　　　　　　　時間

使用者区分　   　　　

午前 9:00
～正午

午後 1:00
～ 5:00

午後 9:00
～ 12:00

左記以外の時間
（1時間につき）

一般（大学生含む） 750円 970円 1,080円 320円

小・中学生及び高校生 370円 480円 540円 160円

●夜間照明使用料（テニスコート）

1 コート（2 基）
1 時間当り

430円

●特別使用料

区　分
午前 午後 夜間 全日 個人使用

（1 時間に
つき）

電気料
（1 時間に

つき）
午前 9:00
～正午

午後 1:00
～ 5:00

午後 5:30
～ 9:00

午前 9:00 ～
　午後 9:00 

入場料を徴
収しない場

合（A）

１
階

柔道場 2,700円 3,780円 4,320円 9,070円

50円
1,080円

剣道場 2,700円 3,780円 4,320円 9,070円

2階 2,700円 3,780円 4,320円 9,070円 1,080円

塙町コミュニティプラザ（☎４３－２１１２）
●施設使用料

区分
午前 9:00
～正午

午後 1:00
～ 5:00

午後 6:00
～ 9:00

摘要

展示室 2 1,250円 1,570円 1,880円
連続して使用する場合は、そ
の累計額とする。

塙町勤労福祉会館（☎４３－２１１１）
●施設使用料

　　　　　　利用時間
室名 

午前 9:00
～正午

午後 1:00
～ 5:00

午後 6:00
～ 9:00

大研修室 3,240円 3,240円 3,240円

小研修室 1,620円 1,620円 1,620円

小会議室 1,620円 1,620円 1,620円

和室 1,620円 1,620円 1,620円

全館 32,400円

《改正前》 《改正後》

●特別使用料

区　分
午前 午後 夜間 全日 個人使用

（1 時間に
つき）

電気料
（1 時間に

つき）
午前 9:00
～正午

午後 1:00
～ 5:00

午後 5:30
～ 9:00

午前 9:00 ～
　午後 9:00 

入場料を徴
収しない場

合（A）

１
階

柔道場 2,620円 3,670円 4,200円 8,820円

50円
1,050円

剣道場 2,620円 3,670円 4,200円 8,820円

2階 2,620円 3,670円 4,200円 8,820円 1,050円
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平成２６年４月から
「学校給食費」が改定されます

　学校給食は、子どもたちの望ましい食習慣

や食に関する理解を深め「生きた教材」とし

て役割を果たしています。また、地域の産物

を活用し地域の食文化について学ぶなど食育

を推進する上で重要な役割を担っています。

　学校給食を今後とも充実していくために、

４月からの消費税率引き上げ（５％→８％）

や食材価格の値上がりに伴い、２月５日（水）

に開催された給食センター運営審議会におい

て審議承認され、４月から下記のとおり改定

されることになりました。

　保護者の皆さんが納入される給食費は、学校給食法の規定により「食材購入費」のみです。施設

管理費・人件費・光熱費などの経費は町が負担しています。また、食材購入は全て町で行っています。

子どもたちが、安全で安心して食べられる給食を提供するために、保護者の皆さんのご理解とご協

力をお願いいたします。

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消

費
税
率
引
き
上
げ
（
５
％
→
８

％
）
に
伴
い
、
町
の
施
設
の
使

用
料
が
変
わ
り
ま
す
。

　

使
用
料
が
変
わ
る
の
は
、
塙

町
公
民
館
な
ど
の
施
設
お
よ
び

電
気
・
暖
房
の
設
備
の
使
用
に

か
か
る
経
費
で
す
。
主
な
使
用

料
を
下
記
の
と
お
り
掲
載
し
ま

す
。

　

利
用
す
る
皆
さ
ん
に
は
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
施
設
お
よ
び
電
気

・
暖
房
の
使
用
料
に
つ
い
て
は

各
施
設
管
理
担
当
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
費
税
率
の
改
定
に
伴
い
使
用
料
等
が
変
わ
り
ま
す



～塙町生涯学習だより～　３月号
発行：塙町教育委員会生涯学習課

はなわふれあい
スポーツクラブ通信

３月号
　サークル活動、イベント等に参加
希望の方は、はなわふれあいスポー
ツクラブ事務局にお問い合わせくだ
さい。
　お待ちしております。

　

塙
小
学
校
の
文
化
財
め
ぐ
り
が
、

２
月
18
日
（
火
）
に
３
年
生
児
童
50

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
２
カ
所
の
文
化
財
を
見

学
し
ま
し
た
。
始
め
に
川
上
の
賢
瑞

院
を
訪
れ
、
岩
井
義
道
住
職
か
ら
寺

の
歴
史
と
木
造
地
蔵
菩
薩
半
跏
像
の

説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
次
に
陸
奥
代

官
塙
陣
屋
跡
（
子
育
て
地
蔵
）
を
訪

れ
、
町
文
化
財
保
護
審
議
会
長
の
金

澤
陽
太
郎
氏
か
ら
話
を
聞
き
、
銅
造

地
蔵
尊
半
跏
像
に
触
れ
る
な
ど
し

て
、
文
化
財
に
親
し
み
ま
し
た
。

　

文
化
財
め
ぐ
り
は
、
日
頃
接
す
る

機
会
の
少
な
い
町
指
定
の
文
化
財
を

見
学
し
て
、
文
化
財
に
正
し
い
理
解

と
関
心
を
深
め
る
目
的
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

クラブ入会は４月までがお得！

４月から事務所が移転します
　４月１日からはなわふれあいスポーツ

クラブの事務所が移転します。これまで

の塙町公民館事務室から塙町営体育館１

階に移転します。

４月１日からの問い合わせ先

　 ☎　５７－６５８９

　FAX ５７－６５８７

～
塙
町
の
歴
史
に
ふ
れ
る
～

塙
小
学
校

　

文
化
財
め
ぐ
り

　はなわふれあいスポーツクラブ会員さんは、新年度にな

ると更新の手続きをしていただいております。３～４月中

に入会手続きをされるともれなく 100 円引きです。お友達

と５人以上のサークルで入会されるともっとお得。３月か

ら平成 26 年度の入会手続きができます。是非お早めに手

続きをしてください。なお、新会員も募集中ですので、あ

なたもふれあいスポーツクラブに入会してみませんか。

スポーツクラブ年会費 
種  別 年会費

賛　助　会　員 5,000円

haffs 5,000円

個　　人

就　学　前 無　料

中学生以下 2,000円

高校生以上 3,000円

60 歳 以 上 2,000円

サークル

就　学　前 無　料

中学生以下 1,000円

高校生以上 1,500円

60 歳 以 上 1,000円
家　族（１家族） 7,000円

＊年齢によって800～1,850円のスポーツ安全保険に加入

はなわふれあいスポーツクラブ
http://hanawa-fsc.jp

塙町大字塙字桜木町 80（塙町公民館）
☎ 0247―43―2644　FAX43―1883
mail:hanawa.fsc@gmail.com

４月からスタートする教室のご案内

クラブ名 開 始 日 曜日：時間 場　所 対象：定員

タグラグビー教室
４月８日（火）

スタート
火曜日

19:00 ～ 20:45
塙中体育館 小学生 30 名程度

運動が得意な人もそうでない人も、身体を動かす楽しさを感じることができます。さまざまな動きをすることで、運動能力を高めることができます。

Ｈａｎａｗａ Ｅｎｊｏｙ Ｒｕｎｎｉｎｇ Ｃｌｕｂ
(はなわエンジョイランニングクラブ)

４月 13日（日）
スタート

毎月第１または第２日曜日
10:00 ～ 12:00

塙町営運動場他 大人（中学生以上）20名

プロが指導！走ることによって得られる多種多様なニーズに応えることができる教室です。

ふれあい体操教室
４月 19 日（土）

スタート
毎月１回土曜日 17:00

～ 18:30
塙町営体育館柔道場
（またはアリーナ）

小学生 30 名程度

基本的な運動能力の発達が著しい小学生の時期に、楽しく身体を動かすことで、運動能力を向上させることができます。

バドミントン教室
４月 11日（金）

スタート
毎週金曜日

16:30 ～ 18:00
塙町営体育館アリーナ 小学３～６年生 20 名

バドミントンの専門的知識、技能を身につけることができます。

新事務所案内図（塙町営体育館１階）

トイレ 一般玄関 更衣室

廊下玄
関

剣道場 柔道場

スポーツクラブ
事務所

体
育
館
駐
車
場

➡
入口

■まなびとファインダー URL

　http://www.manabito.
　　　　 fks.ed.jp/win.html

マナ ビイ

問い合わせ

■生涯学習課

　☎４３－２６４４

■塙町公民館

　☎４３－０３２０

▶
代
官
所
跡
で
は
地
蔵
に
触
れ
て
み
ま
し
た

▶
賢
瑞
院
で
岩
井
住
職
か
ら
説
明
を
聞
き
ま
し
た

スポーツ大会激励金支給は
申請が必要になります

　町では、スポーツ振興を図るため、塙町出身
または在住のスポーツ選手に激励金を支給して
おりますが、４月１日以降からは申請が必要と
なります。
　支給対象となる大会は全国大会以上ですが、
以下の大会は対象外となります。
○冠大会、宣伝色の強い大会
　（○○杯、○○旗、企業名の入った大会等）
○親善、交歓、錬成大会、招待による出場する大会
○予選会または選考会を経ずに出場できる大会

区　分 対象となる大会 金　額 備　考

国際大会
日本体育協会加盟競技団体
種目にある国際大会

１人につき
50,000 円

国内開催
10,000 円

全国大会

国民体育大会

1 人につき
10,000 円

１団体５人
以上の場合は
50,000 円を
上限

全国高校総体
全国高校定時制大会

その他の全国大会
（主催等が、文部科
学省、日本体育協
会または日本体育
協会加盟競技団体
である全国大会）
その他町長が認め
た全国大会

■申請・問い合わせ

　生涯スポーツ係　☎４３－２６４４
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■
募
集
職
種
内
容
お
よ
び
採
用
予

　

定
人
数

　

登
記
事
務
お
よ
び
地
籍
調
査
事

　

務
補
助
　

１
名

■
雇
用
開
始
日
お
よ
び
期
間

　

平
成
26
年
４
月
１
日

　

～
平
成
27
年
３
月
31
日

■
応
募
資
格

　

測
量
士
の
資
格
お
よ
び
不
動
産

　

登
記
事
務
の
経
験
を
有
す
る
方

■
募
集
受
付
期
間

　

３
月
13
日
（
木
）
ま
で

■
試
験
日
お
よ
び
場
所

　

３
月
17
日（
月
）
午
後
５
時
30
分

　

塙
農
村
勤
労
福
祉
会
館

　

２
階
　

小
研
修
室

■
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
整
備
課
国
土
調
査
係

　

☎
（
４
３
）
２
１
１
７

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の

裁
判
、
成
年
後
見
な
ど
に
関
す
る

法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
開
催
日
・
場
所

◎
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

　

４
月
３
日
（
木
）
、
５
月
１
日

　

（
木
）
、
６
月
５
日
（
木
）

　

午
後
５
時
～
午
後
８
時

◎
須
賀
川
中
央
公
民
館
２
階

　

４
月
17
日
（
木
）
、
５
月
15
日

　

（
木
）
、
６
月
19
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

　

タ
ー

　

☎
０
２
４
８
（
２
３
）
１
７
８
５

■
第
一
次
試
験
　

６
月
８
日
（
日
）

※
受
験
資
格
・
受
験
申
込
受
付
期

間
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

仙
台
国
税
局

　

人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

【
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
卒

程
度
試
験
）】

■
第
一
次
試
験
　

４
月
27
日（
日
）

【
一
般
職
試
験（
大
卒
試
験
試
験
）】

■
第
一
次
試
験
　

６
月
15
日(

日
）

【
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）】

■
第
一
次
試
験
　

９
月
７
日（
日
）

　

申
込
方
法
や
受
付
期
間
、
受
験

資
格
な
ど
詳
し
い
内
容
は
、
人
事

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

人
事
院
東
北
事
務
局

　

第
二
課
試
験
係

　

☎
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２

　

平
成
26
年
10
月
１
日
付
け
採
用

に
応
じ
ら
れ
る
方
が
対
象
で
す
。

■
試
験
区
分
お
よ
び
募
集
人
数

　

警
察
官
Ａ
（
男
性
・
一
般
）

　

25
人
程
度

　

警
察
官
Ａ
（
女
性
・
一
般
）

　

５
人
程
度

■
一
次
試
験
　

５
月
11
日
（
日
）

　

受
験
資
格
な
ど
詳
し
い
内
容
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
警
察
本
部

　

警
務
課
人
事
第
一
係

　

採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０（
２
７
６
）３
１
４

■
第
一
次
試
験
　

５
月
18
日
（
日
）

　

受
験
資
格
な
ど
詳
し
い
内
容
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
採

　

用
試
験
事
務
室

　

☎
０
２
２
（
２
１
７
）
５
６
７
６

　

震
災
の
犠
牲
者
へ
の
哀
悼
と
復

興
へ
の
思
い
を
込
め
、
キ
ャ
ン
ド

ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
Ｃ
ａ
ｎ
ｄ
ｌ
ｅ

Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
さ
ん
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に

よ
り
、
県
内
各
地
で
「
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

県
南
で
は
、
白
河
市
に
２
０
０
０

本
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
灯
さ
れ
ま
す
。

■
期
日
・
会
場

　

３
月
11
日
（
火
）

　

白
河
市
民
会
館
駐
車
場

■
記
帳
所
の
設
置

　

午
前
11
時
～
午
後
８
時

■
問
い
合
わ
せ

　

県
南
地
方
振
興
局
復
興
支
援
・

　

地
域
連
携
室

　

☎
０
２
４
８
（
２
３
）
１
５
０
２

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
平

成
23
年
３
月
11
日
以
後
に
到
来
す

る
申
告
・
納
付
等
の
期
限
を
延
長

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
１

月
31
日
付
け
国
税
庁
告
示
に
よ

り
、
左
記
地
域
に
係
る
延
長
措
置

は
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

○
全
て
の
国
税
の
申
告
・
納
付
等

　

に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
３
月

　

31
日
（
火
）
ま
で
に
手
続
き
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

※
平
成
23
年
３
月
11
日
以
後
に
期

　

限
が
到
来
す
る
全
て
の
税
目
に

　

係
る
申
告
・
納
付
等
の
手
続
き

　

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

　

申
告
所
得
税
の
場
合
、
平
成
22

　

年
分
以
降
の
申
告
等
が
対
象
な

　

り
ま
す
。

■
地
域

　

田
村
市
、
南
相
馬
市
、
川
俣
町
、

広
野
町
、
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川

内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江

町
、
葛
尾
町
、
飯
館
村

○
ま
ず
は
右
記
地
域
を
所
轄
す
る

　

税
務
署
ま
た
は
白
河
税
務
署
ま

　

で
電
話
等
に
よ
り
ご
連
絡
く
だ

　

さ
い
。

※
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て「
０
」

　

番
（
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
）
を

　

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

福
島
税
務
署
‥
川
俣
町

　

☎
０
２
４（
５
３
４
）３
１
２
１

　

郡
山
税
務
署
‥
田
村
市

　

☎
０
２
４（
９
３
２
）２
０
４
１

　

相
馬
税
務
署
‥
南
相
馬
市
、
広

　

野
町
、
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川

　

内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪

　

江
町
、
葛
尾
村
、
飯
館
村

　

☎
０
２
４
４（
３
６
）３
１
１
１

■
問
い
合
わ
せ

　

白
河
税
務
署

　

☎
０
２
４
８（
２
２
）７
１
１
１

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
を
所
有
す
る

皆
さ
ん
！
　

課
税
は
４
月
１
日
が
基
準
日
で
す

　

軽
自
動
車
は
町
税
で
、
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
（
所
有
権
留
保

付
軽
自
動
車
の
場
合
は
使
用
者
）

に
税
金
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
、
移
転
等
の
手
続
き
が
４

月
１
日
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
１

年
間
分
の
税
金
を
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
手
続
き
は
３
月
末
ま

で
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
の
納
税
通
知
書
は
４

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
納
期
限

は
４
月
30
日
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
課
税
係

　

☎
（
４
３
）
２
１
１
３

【おわびと訂正】
　先月号（２月号）掲載について、
下記のとおり誤りがありました。
　訂正しておわびします。
■ 26 ㌻随想リレー金澤智久さん掲
　載記事
　（誤）職業：運送業、趣味：魚釣り
　（正）職業：介護職、趣味：バイク、
　　　 ショッピング

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
廃
車

手
続
き
は
３
月
末
ま
で
に

町
民
課

おくやみ申し上げます

１月16日から２月15日までの届け出

亡くなられた方 年齢 住　所

鈴木　勝吉さ 
ん 74歳 伊 香

森　　ツネさ 
ん 85歳 ユーハイムやみぞ

小松　八郎さ 
ん 70歳 堀 越

木村チヨ子さ 
ん 76歳 ユーハイムやみぞ

鈴木　　順 さ 
ん 65歳 水 元

大縄　トミさ 
ん 86歳 本 町

金澤　トミさ 
ん 100歳 真 名 畑

鈴木源一郎さ 
ん 70歳 上 石 井

※この欄に掲載を希望されない方は、届け出の際に窓口
　に申し出てください。
※「こんにちは赤ちゃん」は19ページに掲載してあります。

（町内 35 カ所）
片貝分館

２/13 0.07

塙町役場 西河内分館 折篭集会所

２/13 0.08 ２/13 0.10 ２/13 0.07

道の駅はなわ 堀越集会所 殿畑集会所入口

２/13 0.08 ２/13 0.10 ２/13 0.07

上渋井集会所 小高集会所 石堀子集会所

２/13 0.08 ２/13 0.11 ２/13 0.08

台宿分館 東河内分館 矢塚集会所

２/13 0.11 ２/13 0.11 ２/13 0.06

稲沢集会所 一本木集会所 那倉分館

２/13 0.11 ２/13 0.11 ２/13 0.06

上石井分館 中塚集会所 大平・大竹正勝さん宅入口

２/13 0.11 ２/13 0.08 ２/13 0.09

吉成運送第２倉庫前 笹原地区公民館 那倉呼石入口バス停前

２/13 0.10 ２/13 0.07 ２/13 0.08

伊香分館 川上四区集会所 田代権現堂

２/13 0.11 ２/13 0.08 ２/13 0.09

古宿屯所前 大蕨分館 田代分館

２/13 0.10 ２/13 0.08 ２/13 0.08

高城地区公民館 前田集会所 丸ケ草分館

２/13 0.09 ２/13 0.08 ２/13 0.09

真名畑分館 木野反分館 単位：マイクロ
シーベルト / 時

間

地上１㍍で測定

２/13 0.08 ２/13 0.07

常豊地区公民館 湯遊ランドはなわ

２/13 0.09 ２/13 0.08

※測定機器：シンチレーションサーベイメータ
　日立アロカ TCS172　　　　　　　　　　　　
※福島県ホームページにおいて、福島県放射能
　測定マップが公表されています。　　　　　　

町が独自に調査した

放射線測定値を報告します

募　集お知らせ く
ら
し
の

情
報
役場の電話番号

☎０２４７―４３―２１１１（代表）
役場のＦＡＸ
　０２４７―４３―２１１６
町のホームページアドレス
http://www.town.hanawa.
　　　fukushima.jp/
町のメールアドレス
soumu@town.hanawa.
　　　fukushima.jp
※意見や要望のある方はご利用
　ください。
【直通電話番号】
総務課　　　　☎４３―２１１１
町民課　　　　☎４３―２１１３
　　　　　　　☎４３―２１１４
健康福祉課　　☎４３―２１１５
包括支援センター
　　　　　　　☎４３－２２２４
　　　　　　　☎４３－２２２７
まち振興課　　☎４３－２１１２
　　　　　　　☎４３－２１１８
まち整備課　　☎４３－２１１７
水道課　　　　☎４３－２１４８
会計室　　　　☎４３－２１４９
塙保育園　　　☎４３－０３７７
議会事務局　　☎４３－２１５０
農業委員会　　☎４３－２１１９
教育委員会
学校教育課　　☎４３－４０５０
生涯学習課　　☎４３－２６４４
公民館　　　　☎４３－０３２０
図書館　　　　☎４３－０８０８
給食センター　☎４３－０１８８
東白衛生組合　☎４３－０３７８

相　談

試　験
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平
成
26
年
度
塙
町
非
常
勤
嘱

託
員
（
登
記
事
務
）ま

ち
整
備
課

３
・
11
ふ
く
し
ま
追
悼
復
興
祈
念
行
事

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
～
希
望
の
あ
か
り
」

県
南
地
方
振
興
局

福
島
県
警
察
官
Ａ（
特
別
募
集
）

採
用
候
補
者
試
験

福
島
県
警
察
本
部

国
家
公
務
員「
国
税
専
門
官

採
用
試
験
」（
大
学
卒
業
程
度
）

仙
台
国
税
局

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

国
家
公
務
員
採
用
試
験

人
事
院
東
北
事
務
局

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会

被
災
時
の
納
税
地
が
福
島
県
内
各
地
域

（
左
記
記
載
）に
あ
っ
た
方
の
税
務
手
続
き

白
河
税
務
署



Town Topics

まちの話題

あなたの地区の話題を提供してください。

取材に伺います。

※広報はなわに掲載された写真を希望される方は、

　総務課☎ 43―2111 までご連絡ください。

　２月２０日（木）に第２６回昭和新山国際雪合戦出場選手へ、２月２６日（水）に第３２回全国高等学校女
子ソフトボール選抜大会出場選手へ、２月２８日（金）に第２６回べに花杯卓球大会および第３４回東日本
中学校選抜剣道大会出場選手へ、それぞれ菊池基文町長から激励金が交付されました。※敬称略

各種大会出場選手に激励金を交付

　「ぼくらはふくしまキッズマン」は、郡山市の
シンガーソングライターの友木厚志さんが作詞・作
曲、そしてボーカルを担当したオリジナル曲です。
　原発事故による放射能の影響により、外で思い
切り体を動かして遊ぶことのできない子どもたち
へ、少しでも元気になればと企画されました。県
内の幼稚園などで収録され、毎週日曜日の午前６
時から１分間放送されています。
　塙幼稚園の放送は、４月６日（日）に予定されて
います。

ぼくらは、ふくしまキッズマン！
―２月１８日（火）に塙幼稚園で収録が行われました―

税金の大切さを学びました
―塙小学校・租税教室―

　子育て中のママ・パパ赤ちゃんのための「小さ
なおはなし会」が２月１４日（金）、町立図書館で
行われました。子育て中のママと赤ちゃん、４組
の親子が参加し、赤ちゃんのための絵本を中心に
職員が読み聞かせをしました。
　また、今回は、おはなし会終了後、白河助産師
会の生方恵子さんによる無料の体重測定・育児相
談も行われました。参加された親子は、楽しく絵
本を聞き交流しました。

子育てママ・パパと赤ちゃんに贈る
―塙町立図書館　小さなおはなし会―

　塙小学校で租税教室が２月６日（木）、６年生
４７人を対象に行われました。町役場町民課課税
係の松本庄司主査と兒玉智昌主事が講師となって
行われ、ＤＶＤなどを使用し、税金がなかったら
どのような社会になってしまうのかや税金によっ
て私たちの生活はどのように支えられているかな
どを楽しく学びました。
　また、塙小学校耐震工事がどのくらい税金が使
われたのかを１億円の模擬紙幣を使ってその重さ
を実感し、税への理解を深めました。

１億円ってこんなにあるんだね

絵本に夢中の赤ちゃんたち

全員で「上手に踊れたよ！」

■出場選手（塙中女子卓球部）

　佐藤　彩菜（２年）　　金澤　美幸（２年）

　星　玲央奈（２年）　　鈴木　真由（２年）

　石川　稚菜（２年）　　平山　勇希（２年）

　勝田　美和（２年）

■開催期間および開催場所

　３月１～２日　山形県河北町

第２６回べに花杯卓球大会
■出場選手（塙中男女剣道部）
　女子　井坂　　愛（２年）　金澤　晴佳（２年）
　　　　鈴木　香穂（２年）　八幡　千尋（２年）
　　　　生方　彩恵（２年）
　男子　菊池　暢晃（２年）　近藤　　司（２年）
　　　　池田　竜太（２年）　鈴木　啓太（２年）
　　　　益子　龍一（２年）　井坂　　旭（１年）
　　　　神永　峻也（１年）
■開催期間および開催場所
　３月22～23日　群馬県前橋市

第３４回東日本中学校選抜剣道大会

■出場選手

　西郷　　勉（伊香）※監督

　鈴木　裕範（伊香）※キャプテン

　鈴木　雅俊（伊香）　　安達　陽一（植田）

　上妻　禎宜（八幡）　　蓑田　拓郎（南原）

　鈴木　裕史（東河内）

■開催期間および開催場所

　２月22～23日　北海道壮瞥町

第２６回昭和新山国際雪合戦

■出場選手

　星　　叶子（学法石川高２年）

　増子　遥香（　　　同校１年）

■開催期間および開催場所

　３月 21 ～ 24 日　三重県熊野市

第３２回全国高等学校
女子ソフトボール選抜大会
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私
は
昨
年
４
月
、
次
男
の
出
産
を

機
に
、
主
人
の
地
元
で
あ
る
塙
町
へ

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
新
生
活

が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
今
日
ま
で
、

「
塙
っ
て
す
て
き
だ
な
♡
」
と
感
じ

た
こ
と
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
私
の
一
番
お
気
に
入
り
の

場
所
は
風
呂
山
で
す
。
つ
つ
じ
の
木

の
下
は
迷
路
の
よ
う
で
ワ
ク
ワ
ク

し
、
つ
い
息
子
た
ち
よ
り
夢
中
に

な
っ
て
遊
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
き
れ

い
な
景
色
と
水
郡
線
を
見
下
ろ
し
な

が
ら
食
べ
る
お
弁
当
は
本
当
に
最
高

で
す
。
次
は
、
町
の
子
ど
も
た
ち
が

気
軽
に
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
こ
と
で

す
。
小
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
中
高
生

ま
で
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
こ
と
に
驚

き
、
感
動
し
ま
し
た
。
で
き
そ
う
で

で
き
な
い
、
塙
町
の
誇
れ
る
こ
と
の

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
私
が
と
て
も
驚
い
た

行
事
が
あ
り
ま
す
。
お
菓
子
を
泥
棒

す
る
子
ど
も
た
ち
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン

ト
「
お
月
見
さ
ま
」。
人
と
人
と
の

繋
が
り
を
感
じ
、
塙
の
方
々
の
心
温

か
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
私
の
出
身
の
長
野

県
に
は
無
く
、
人
生
初
の
と
て
も
す

て
き
な
体
験
で
し
た
。

　

最
近
は
、
息
子
た
ち
の
体
力
づ
く

り
に
と
、
よ
く
歩
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
３
歳
と
１
歳
に
な
る
息
子
た

ち
は
パ
パ
の
仕
事
を
見
る
の
が
大
好

き
で
、
仕
事
の
現
場
が
近
い
と
散
歩

に
行
っ
て
は
、
現
場
の
お
客
さ
ん
た

ち
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す

（
笑
）
そ
ん
な
す
て
き
で
心
温
か
い

塙
町
で
、
私
も
息
子
た
ち
も
「
友
達

１
０
０
人
で
き
た
ら
な
ぁ
!!
」
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
家
族
を
い
つ
も

見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
お
義
父
さ

ん
、
お
義
母
さ
ん
、
叔
父
さ
ん
、
叔

母
さ
ん
、本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
!!
」

「
思
え
ば
　

こ
れ
だ
け
生
き
て
き
て

　

俺
は
何
人
の
人
に
出
会
え
た
ろ
う

　

願
っ
た
よ
う
な
出
会
い
だ
ろ
う
か

　

良
い
奴
ば
か
り
で
な
い
だ
ろ
う

　

思
え
ば
　

こ
れ
だ
け
生
き
て
き
て

　

俺
は
何
人
の
人
に
出
会
え
た
ろ
う

　

描
い
た
よ
う
な
出
会
い
だ
ろ
う
か

　

嫌
な
奴
ば
か
り
で
な
い
だ
ろ
う
」

　
　
　

（
ケ
ツ
メ
イ
シ
の
歌
詞
よ
り
）

　

今
の
職
業
に
就
く
ま
で
、
私
は
い

ろ
い
ろ
な
職
業
を
経
験
し
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
の
仕
事
を
辞
め
て
し

ま
っ
た
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す

が
、現
在
の
介
護
に
出
会
っ
た
の
は
、

今
か
ら
10
年
前
に
な
り
ま
す
。
当
初

の
同
僚
か
ら
は
介
護
を
イ
チ
か
ら
教

え
て
い
た
だ
き
、
ま
た
医
療
の
基
礎

知
識
も
い
ろ
い
ろ
と
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

私
は
そ
の
施
設
を
５
年
勤
め
た

後
、
別
の
施
設
に
移
り
介
護
の
仕
事

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
高
校
を
卒
業

し
て
社
会
に
出
て
か
ら
今
ま
で
、
本

当
に
多
く
の
事
を
い
ろ
い
ろ
な
職
種

の
方
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
中
に
は
音
信
不
通
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
方
た
ち
も
い
ま
す
が
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
も
人
生
未
熟
さ
を
知
っ
て

　

出
会
う
人
が
俺
を
変
え
る
だ
ろ
う

　

次
会
え
る
だ
ろ
う
ま
さ
に
そ
の
人
が

　

俺
を
ま
た
成
長
さ
せ
る
だ
ろ
う

　

君
と
出
会
い
　

あ
な
た
と
出
会
い

　

君
に
学
び
　

あ
な
た
に
学
び
を

　

僕
は
君
か
ら
　

あ
な
た
か
ら

　

貰
っ
て 

育
っ
て 

今
の
僕
が
い
る
」

　
　
　

（
ケ
ツ
メ
イ
シ
の
歌
詞
よ
り
）

■
次
回
は
吉
田 

昌
弘
さ
ん（
本
町)

で

す
。

広報 182014－3広報19 2014－3

　

塙
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

毎
日
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
塙

会
の
皆
さ
ん
は
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
東
京
塙
会
創

立
21
周
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お

り
、
役
員
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
板
庭
生
ま
れ
で
、
笹
原
小

中
学
校
に
行
き
ま
し
た
。
今
の
よ

う
な
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に

雨
や
雪
が
降
っ
た
時
は
ど
ろ
ん
こ

道
で
し
た
。
時
に
は
、
キ
ツ
ネ
が

出
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
と
て

も
怖
い
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
今
は
道
も
良
く
な
り
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
38
年
に
結
婚
し
、
41
年
に

上
京
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
東

京
塙
会
に
入
会
し
楽
し
み
に
読
ん

で
い
ま
す
。「
お
く
や
み
申
し
上
げ

ま
す
」
や
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」

の
欄
等
も
楽
し
み
で
す
ね
。
塙
町

も
随
分
発
展
し
ま
し
た
ね
。
大
き

な
施
設
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

湯
遊
ラ
ン
ド
や
道
の
駅
等
が
で
き

ま
し
た
ね
。
私
も
田
舎
に
帰
っ
た

時
は
、
道
の
駅
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
時
に
は
知
っ
て
い
る
人
と
出

会
い
、
つ
い
な
つ
か
し
く
て
長
話

を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
湯
遊

ラ
ン
ド
は
時
々
利
用
し
て
い
ま
す
。

特
に
露
天
風
呂
が
、
と
て
も
気
持

ち
が
良
い
で
す
ね
。
ダ
リ
ア
園
も

き
れ
い
で
す
ね
。

　

楽
し
い
事
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
ね
。
あ
の
地
震
で
す
。

私
は
仕
事
で
、
新
宿
線
で
九
段
下

ま
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
電
車
が
止

ま
り
、
10
時
間
も
足
止
め
を
く
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
の
怖
さ
を

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
電

車
が
動
き
、
朝
２
時
に
家
に
帰
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
ユ
ー
ハ
イ

ム
は
な
わ
に
入
っ
て
い
た
94
歳
の

私
の
母
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
電

車
の
中
で
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

母
の
葬
式
に
行
く
の
が
大
変
で
し

た
。
ガ
ソ
リ
ン
が
無
く
、
道
路
は

通
れ
ず
、
い
つ
も
の
３
倍
も
か
け

て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
テ
レ

ビ
を
見
る
と
、
あ
の
津
波
の
怖
さ
、

そ
し
て
原
発
の
被
害
、
た
く
さ
ん

の
方
が
苦
し
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う

ね
。
物
を
作
っ
て
も
売
れ
な
い
日
が

続
き
ま
し
た
ね
。
本
当
に
心
が
痛

み
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
３
年
、
１

日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

（
次
回
は
、
神
奈
川
県
横
浜
市
在
住

の
広
田
恵
美
子
さ
ん
で
す
。）

随 想リレー

素
敵
な
町
「
塙
」

戸井田 尙子さん

（本町）

職業　専業主婦
趣味　スノーボード
　　　ソフトテニス
好きな言葉
　　　一日一日を
　　　大切に

大森　雅之さん

（材木町）

職業　介護職
趣味　ﾄﾞﾗｲﾌﾞ、温泉
好きな言葉
　　　なるようになる

出
会
い
は
成
長
の
種

お
待ちかね。あなたの出番です

。

シリーズ
シリーズ
シリーズ

292

《
お
知
ら
せ
》

　

来
月
号
か
ら
随
想
リ
レ
ー
を

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　

お
楽
し
み
に
！

大森 ワキ子さん
東京都江戸川区在住

（板庭出身）

「
東
京
塙
会
」
か
ら
こ
ん
に
ち
は

№１２2

　このコーナーでは、東京
塙会の皆さんの懐かしい思
い出やふるさとへの思いを
紹介しています。

ふ
る
里
を
思
う

出生児名 父 ・ 母 月/日 住　所

近藤　悠
はるま

真く　
　ん 篤 史・絵 吏 １/15 八 幡

小松　心
こはる

陽
ち
や

　ん 隆 ・ 恵 ２/ ７ 西 河 内

こんにちは赤ちゃん
１月16日から２月15日までの届出

※「おくやみ申し上げます」は15ページに掲載してあります。

■

「東京塙会」では会員を募集しています

　平成３年２月に結成された東京塙会。現在の

会員は２０８人です。会員には毎月「広報はなわ」

や情報誌「ふるさと情報」を送るほか、ふるさ

と訪問・定期総会などがあります。

　会員の皆さんは塙町出身のお友達を、町内の

皆さんは東京都などで生活しているご家族に加

入をぜひおすすめください。

■年　会　費　３，０００円　（入会金はありません）

■問い合わせ　東京塙会事務局（まち振興課）

　　　　　　　☎０２４７- ４３- ２１１２

▶
こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す

出生児名 父 ・ 母 月/日 住　所

阿久津わかな
ち
や

　ん
学 ・睦 子 １/17 湯 岐

　　　ゆうな ち
や

　ん
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